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農林水産省及び厚生労働省における食品の安全性に関する 

リスク管理の標準手順書の作成について 
 

【背景】 

 食品安全行政にリスク分析が導入され、科学に基づいた行政の推進が課題となっている。また、

世界貿易機関の「衛生植物検疫措置の適用に関する協定」は、国内におけるリスク管理措置が科

学的原則及び国際基準に基づいていることを求めている。このため、リスク管理機関として、科

学に基づいた食品安全行政を一貫した考え方で行うための食品の安全性に関するリスク管理の標

準手順書（ＳＯＰ）を農林水産省が作成し、厚生労働省と協議して両省で適用できるようなもの

としたところである。 

 

【リスク管理の標準手順書の内容】 

 リスク管理の標準手順書は、農林水産省及び厚生労働省が行う食品の安全に関するリスク管理

（危害要因に関する情報の収集・分析、データの作成、リスク評価の諮問、施策の検討・決定に

当たり考慮すべき事項等）の標準的な作業手順を明確にした手順書である。農林水産省及び厚生

労働省が個別の危害要因のリスク管理を行う際は、この手順書に基づいて取り組むこととなる。 

 

【リスク管理の標準手順書作成の効果】 

・ 農林水産省及び厚生労働省が行うリスク管理が、科学的原則に基づき、国際的に合意された

枠組みに則ったものとなる。 

・  農林水産省及び厚生労働省の職員が、リスク管理を一貫した考え方の下で行うことが可能と

なる。 

・  リスク管理の透明性を高め、リスク管理の過程で消費者、食品事業者などの利害関係者の意 

見を反映しやすくなる。 

 

食品安全に係るリスク分析の国際的な枠組み 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※本手順書は    内に適用される。 

初期作業 
① 食品の安全性に関する問題点の特定 
② その問題点に関するリスクプロファイル

の作成 
③ リスク評価と管理をするべき危害要因の

優先度決定 
④ リスクアセスメントポリシーの策定 
⑤ リスク評価の依頼 

初期作業 
⑥ リスク評価結果の評価 

政策･措置の評価 
⑦ 実施可能な政策・措置の策定 
⑧ 適する政策・措置の選択 
⑨ 政策・措置の最終決定 

⑩ 決定した政策･措置の実施 

⑪ モニタリングと見直し 
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危害要因の特性評価


